
         

恋
愛
鑑
賞 

          



梗
概 

天
界
で
は
人
間
の
カ
ッ
プ
ル
を
映
し
出
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ーD

V
D

が
流
行
し
て
い
た
。 

天
使
の
小
川
（5

0

）
は
そ
の
恋
愛
模
様
に
酔
い
し

れ
、
一
日
中
テ
レ
ビ
の
前
に
張
り
付
い
て
い
る
。 

そ
ん
な
小
川
に
嫌
気
が
差
し
た
妻
百
合
子
（5

0

）

は
友
人
の
勧
め
か
ら
「
恋
愛
鑑
賞
バ
ス
タ
ー
」
を
購

入
し
、D

V
D

レ
コ
ー
ダ
ー
に
こ
っ
そ
り
取
り
付
け

る
。 

そ
の
夜
、
今
井
は
井
上
冬
馬
（1

8

）
と
林
え
り
こ

（2
0

）
が
織
り
な
す
恋
愛
の
鑑
賞
を
始
め
る
が
、

異
変
に
気
づ
く
。 

恋
愛
鑑
賞
バ
ス
タ
ー
の
機
能
に
よ
っ
て
映
像
内
に
は

「
♂
ゲ
ー
ジ
」
と
「
♀
ゲ
ー
ジ
」
な
る
も
の
が
テ
ロ

ッ
プ
で
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 



不
審
に
思
う
今
井
を
よ
そ
に
ゲ
ー
ジ
が
出
た
状
態
で

映
像
は
続
き
、
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
模
様
と
は
裏
腹
に
荒

ぶ
る
♂
と
♀
の
ゲ
ー
ジ
。 

今
井
は
ゲ
ー
ジ
が
性
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
理
解

し
、
恋
愛
の
美
し
さ
の
裏
に
潜
む
ど
す
黒
さ
に
気
づ

か
さ
れ
る
。 

恋
愛
鑑
賞
に
興
味
を
失
っ
た
小
川
は
百
合
子
の
思
惑

通
り
所
有
し
て
い
たD

V
D

を
処
分
す
る
の
だ
っ

た
。 

         



《
登
場
人
物
》 

井
上
冬
馬
（1

8

） 

大
学
生 

林
え
り
こ
（2

0

） 

大
学
生 

小
川
（5

0

） 

恋
愛
鑑
賞
マ
ニ
ア 

百
合
子
（5

0

） 

小
川
の
妻 

亮
子 

 
 

 
妻
の
友
人 

由
香 

 
 

 

妻
の
友
人 

家
電
量
販
店
の
店
員
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○
カ
フ
ェ
・
店
内
（
天
界
） 

 
 

百
合
子
（5

0

）
、
亮
子
、
由
香

の
三
人
、
話

し
て
い
る
。 

 
 

三
人

と
も
、
天
使
の
輪
っ
か
と

翼
が
つ
い
て
い

る
。 

 
 

百
合
子
、

コ
ー
ヒ
ー

を
飲

む
。 

亮
子
「
聞

い
て
。
最
近
さ
、
娘

が
恋
愛
鑑
賞

に
ハ
マ

っ
ち
ゃ
っ
て
」 

百
合
子
「

え
ー
ほ
ん
と
？ 
ウ
チ
も
そ
う
な
の
」 

亮
子
「
あ
ら
。

息
子

さ
ん
？
」 

百
合
子
「

う
う
ん
。

旦
那
」 

亮
子
「
え
」 

百
合
子
「
休
み
の
日

は
一
日
中
部
屋

に
閉

じ
こ
も
っ

て
テ
レ
ビ

に
か
じ
り
つ
い
て
る
。
今
日
だ
っ
て
き
っ

と
観
て
る
わ
」 

 

○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

 
 

室
内

の
棚
に
ず
ら
り
と
並

ん
だ

D
V

D

。 

 
 

D
V

D

の
背
表
紙
に
は
「
坂
井
結
芽

と

富
樫
光

輝
」
「
田
中
ア
リ
ス

と
山
田
竜
之
介
」
な
ど

男
女
の
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名
前
が
書

か
れ
て
い
る
。 

 
 

天
使

の
輪
っ
か
と
翼
が
つ
い
た
小
川

（5
0

）
、
テ
レ
ビ
に

釘
付
け
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

テ
レ
ビ
画
面
に
は
駅
の
ホ
ー
ム

に
立

つ
二
人
の

男
女
（
幸
四
郎

と
華
音
）
。 

 
 

 

○
駅
の
ホ

ー
ム 

 
 

幸
四
郎
と
華
音
、
見

つ
め

合
う
。 

幸
四
郎
「

お
互
い
の
た
め
に
別

れ
よ
う
」 

華
音
「
（
寂
し
げ
に

頷
く
）
」 

 

○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

 
 

小
川
、
む
せ
び

泣
く
。 

 
 

画
面

に
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が

流
れ
る
。 

 
 

小
川
、
大

き
く

息
を
吐
く
。 

 
 

小
川
、
余
韻
に

浸
っ
て
い
る
。 

 

○
カ
フ
ェ
・
店
内
（
天
界
） 

亮
子
「
で
も
さ
、
男

の
人
が
見

て
も
楽
し
い
の
か

な
。
人
間

の
恋
愛
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ん
て
」 
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百
合
子
「
（
ケ
ー
キ

を
食
べ
な
が
ら
）
ほ
ん
と
よ

ね
。
も
う
す
っ
か
り

ジ
ャ
ン
キ
ー
で
」 

 

○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

 
 

小
川
、
ス
マ
ホ

を
い
じ
っ
て
い
る
。 

 
 

レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
に
以
下

の
感
想
を

書
き
込
ん

で
い
る
。 

 
 

「
評
価 

☆5

」 

 
 

「
将
来
の
た
め
に
別
れ
を

切
り
出
し
た

幸
四
郎

の
決
断
に

男
泣
き
し
た
。

華
音

も
よ
く
受

け
入
れ

た
。
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
だ
」 

 

○
カ
フ
ェ
・
店
内
（
天
界
） 

 
 

百
合
子
、

ケ
ー
キ
を
食
べ

終
わ
る
。 

百
合
子
「
（
た
め
息
）
そ
の
せ
い
で

家
事

も
し
な
く

な
っ
た
し
、
何
と
か
や
め
さ
せ
た
い
」 

由
香
「
（

ぽ
つ
り
と
）…

ね
え
。
私
、
い
い

方
法
知

っ
て
る
」 

百
合
子
「…

？
」 
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○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
・
数
日
後
） 

 
 

小
川
、
入

っ
て
く
る
。 

 
 

小
川
、D

V
D

が
並
ん
だ
棚
の
前
に
立

つ
。 

 
 

小
川
、
そ
の
う
ち
の

一
本

を
手
に
取

る
。 

小
川
「
今
日
は
こ
れ
に
す
る
か
」 

 
 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「

井
上
冬
馬

と
林

え
り
こ
」

と
書
か
れ
て
い
る
。 

小
川
「
（

あ
ら
す
じ
を
読
む
）

ウ
ブ
な
青
年

の
初
恋

は
二
歳
年
上
の
お
転
婆
娘

だ
っ
た…

か
。
う
む
」 

 
 

小
川
、D

V
D

を

D
V

D

レ
コ
ー
ダ
ー
に
セ
ッ

ト
す
る
。 

 
 

小
川
、
テ
レ
ビ

の
前
に
座

る
。 

 
 

テ
レ
ビ
画
面
に

映
像
が
映

し
出
さ
れ
る
。 

 

○
図
書
館
・
中 

 
 

以
下
、D

V
D

の
映
像
内
下
部

に
ゲ
ー
ジ
バ
ー

の
つ
い
た
「
♂
」
（
雄
）

と
「

♀
」
（
雌
）

の
ア
イ

コ
ン
が
テ
ロ
ッ
プ
で

表
示
さ
れ

続
け
る
。 

 
 

井
上
冬
馬
（1

8

）
、
本
を

探
し
て
い
る
。 

 
 

す
ぐ

近
く
で
、

林
え
り
こ
（2

0

）
、
本

を
探
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し
て
い
る
。 

 

○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

小
川
「
（

ゲ
ー
ジ
を

見
て
）…

？
」 

 

○
図
書
館
・
中 

 
 

冬
馬
、
本
棚
か
ら
一
冊
の

本
を
手
に

取
る
。 

 
 

え
り
こ
、

同
じ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
同
じ

本
を
手
に

取
る
。 

 
 

お
互

い
の
手
が

触
れ
る
。 

冬
馬
「
あ…

」 

 
 

冬
馬
、
え
り
こ
を
見
る
。 

冬
馬
「
す
み
ま
せ
ん
」 

 
 

冬
馬
、
足
早
に

去
ろ
う
と
す
る
。 

え
り
こ
「
あ
。

待
っ
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

冬
馬
、
足

を
と
め
る
。 

え
り
こ
「
ど
う
ぞ
お

先
に
」 

 
 

え
り
こ
、

本
を

差
し
出
す
。 

冬
馬
「
え
」 

え
り
こ
「

他
の
本
を

探
し
ま
す
か
ら
」 
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冬
馬
、
無
言
で

本
を
受
け

取
る
。 

 
 

え
り
こ
、

本
棚

を
物
色
す
る
。 

 
 

え
り
こ
、
し
ゃ
が
み

込
ん
で
耳
の
髪

を
か
き
わ

け
る
。 

 
 

冬
馬
、
そ
の
姿

に
見
と
れ
る
。 

 
 

ゼ
ロ

だ
っ
た
♂

ゲ
ー
ジ
が

半
分
ま
で

上
昇
す

る
。 

 
 

画
面
、
止

ま
る
。 

○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

 
 

小
川
、
リ
モ
コ
ン
で
映
像

を
一
時
停
止

し
て
い

る
。 

小
川
「
な
ん
だ
、
こ
の
ゲ
ー
ジ

は
」 

 
 

百
合
子
、

ド
ア

の
隙
間
か
ら
室
内
を
の
ぞ
き

込

ん
で
小
川

の
様
子
を

伺
っ
て
い
る
。 

 

○
家
電
量
販
店
・
店
内
（
天
界
・
数
日
前
） 

 
 

百
合
子
、
店
内

を
見
回
し
て
い
る
。 

 
 

百
合
子
、
「
恋
愛
鑑
賞
バ
ス
タ
ー
」

を
見
つ
け

る
。 
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百
合
子
「
由
香

さ
ん
が
い
っ
て
た
の
、
こ
れ
か
し

ら
」 

 
 

百
合
子
、
近
く
の
店
員
に

声
を
か
け
る
。 

百
合
子
「

す
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
、
ど

う
い
う

商
品
で

す
の
？
」 

店
員
「
恋
愛
鑑
賞
バ
ス
タ
ー
で
す
ね
。
恋
愛
鑑
賞

が

や
め
ら
れ
ず
に
お
困

り
の
方
へ

向
け
た
商
品

で
す
。

D
V

D

再
生
機

の
裏
側
に
取
り
付
け
る
だ
け
な
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

で
き
ま
す
。
こ

れ
さ
え
あ
れ
ば

一
気

に
お
悩
み

解
決
」 

百
合
子
「
本
当

で
す
か
？
」 

店
員
「
（
自
信

た
っ
ぷ
り
）
は
い
」 

 

○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

 
 

小
川
、
首

を
か
し
げ
て
い
る
。 

 
 

小
川
、
再
生
ボ
タ
ン

を
押

す
。 

○
図
書
館
・
中 

 
 

映
像
、
動

き
出

す
。 
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♂
ゲ
ー
ジ

が
半
分
た
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

冬
馬
、
え
り
こ
に
見
と
れ
て
い
る
。 

○
冬
馬
の

部
屋
（
夕
） 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ

M
A

X

近
く
。 

 
 

冬
馬
、
寝
転
が
っ
て

本
を

読
ん
で
い
る
。 

 
 

冬
馬
、
集
中
で
き
な
い
。 

 
 

冬
馬
、
立

ち
上

が
り
、
ト
イ
レ

に
行

く
。 

 
 

床
に

置
か
れ
た

本
の
表
紙

が
夕
日
の

光
に
照
ら

さ
れ
る
。 

 
 

タ
イ
ト
ル

は
「

純
愛
物
語
」
。 

 
 

と
、

♂
ゲ
ー
ジ
、
一
瞬

M
A

X

に
振
り

切
れ
、

萎
む
よ
う
に
ゼ
ロ
に
な
る
。 

 
 

冬
馬
、
ト
イ
レ

か
ら
出
て
く
る
。 

○
図
書
館
・
中
（
数
日
後
） 

 
 

♂
と

♀
ゲ
ー
ジ
、
互
い
に

ゼ
ロ
。 

 
 

冬
馬
、
本

を
返

し
に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

冬
馬
、
え
り
こ
と
鉢
合
わ
せ
に
な
る
。 

冬
馬
「
あ
」 

え
り
こ
「
あ
」 
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冬
馬
「
（

キ
ョ
ド
っ
て
）
こ
、
こ
れ
、
読

み
ま
し

た
」 

え
り
こ
「
（
お
か
し
そ
う
に
笑

う
）
」 

冬
馬
「
（
困
っ
て
笑

う
）
」 

 

○
デ
パ
ー
ト
・

店
内
（
数
日
後
） 

 
 

♂
と

♀
ゲ
ー
ジ
、
ゼ
ロ
。 

 
 

冬
馬
、
え
り
こ
、
歩
い
て
い
る
。 

え
り
こ
「
ご
め
ん
ね
、
買
い
物
付
き
合
わ
せ
て
」 

冬
馬
「
自
分
も
買
い
た
い
も
の
あ
っ
た
か
ら
」 

え
り
こ
「
に
し
て
も

奇
遇
。
う
ち
ら

同
じ

大
学
だ
っ

た
ん
だ
」 

冬
馬
「
う
ん
」 

 
 

家
電
売
り
場
で

カ
ッ
プ
ル

が
何
か
を

見
て
笑
っ

て
い
る
。 

え
り
こ
「
（
カ
ッ
プ
ル
を
見
て
）
な
ん
だ
ろ
？
」 

 
 

冬
馬

と
え
り
こ
、
カ
ッ
プ
ル
の
ほ
う
へ
い
く
。 

 
 

A
V

に
よ
く

出
て
く
る
マ
ッ
サ
ー
ジ

機

が
置
い

て
あ
り
、

張
り
紙
に
は
「
と
て
も
気
持
ち
い
い
で

す
」
と
意
味
深

な
宣
伝
文
。 
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冬
馬
「…

」 

 
 

二
人
、
気

ま
ず
い
。 

え
り
こ
「
こ
れ
、
私

も
同
じ
の

持
っ
て
る
」 

冬
馬
「
え
？
」 

え
り
こ
「

肩
が
凝
る
か
ら

寝
る

前
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

し

て
る
」 

冬
馬
「
あ
ー
」 

え
り
こ
「
な
ん
か
変

な
想
像
し
た
？
（
笑

う
）
」 

冬
馬
「
（
笑
う
）
」 

 

○
冬
馬
の

部
屋
（
夜
） 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、
ゼ
ロ
。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

に
振
り
切
れ
た
状
態
が
続

い
て
い
る
。 

 

 
 

冬
馬
、
読
書
し
て
い
る
。 

 
 

冬
馬
、
幸

せ
そ
う
に

微
笑

む
。 

 

○
冬
馬
の

部
屋
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
外
観
（
翌
朝
） 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、
ゼ
ロ
。 
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○
冬
馬
の

部
屋 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、
徐
々
に
萎
ん
で
ゆ
く
。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、
ゼ
ロ
。 

 
 

冬
馬

の
ス
マ
ホ

が
鳴
る
。 

 
 

冬
馬

、
ス
マ
ホ

を
見
る
。 

 
 

え
り
こ
か
ら
以
下
の

L
IN

E

、 

 
 

「
部
屋
、

く
る
？
」 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

 

○
電
車
内 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

 
 

冬
馬
、
吊
革
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
。 

 

○
駅
の
階
段 

 
 

老
人
、
重

い
荷
物
に
苦
戦

し
て
い
る
。 

冬
馬
「
手
伝
い
ま
す
」 

 
 

冬
馬
、
荷
物
を

持
っ
て
階
段
を
あ
が
る
。 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 
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○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

小
川
「
（
苛
立

つ
）

一
体
な
ん
な
ん
だ
！
」 

 

○
え
り
こ
の
部
屋 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、
徐
々
に
高
ぶ
っ
て
い
る
。 

 
 

冬
馬

と
え
り
こ
、
見
つ
め

合
う
。 

 
 

二
人
、
キ
ス
す
る
。 

 
 

二
人
、
ベ
ッ
ド

に
倒
れ
込

む
。 

 

○
小
川
家
・
書
斎 

 
 

小
川
、
映
像
に

見
入
っ
て
い
る
。 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

で
「

♂
ゲ
ー
ジ
」
が
表
示

さ
れ
て
い

る
。 

 
 

小
川

の
♂
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

 

○
え
り
こ
の
部
屋 

 
 

冬
馬

と
え
り
こ
、
ベ
ッ
ド

の
上
で
絡

み
合
う
。 

え
り
こ
「

冬
馬
、
一
緒
に
い
こ
」 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、
す
で
に

M
A

X

を
越
え
て
い
る
。 
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♂
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

寸
前
。 

冬
馬
「
あ
、
い
き
そ
う
」 

え
り
こ
「
い
い
よ
、

一
緒
に
い
こ
！
」 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、
す
で
に

M
A

X

を
越
え
て
い
る
。 

冬
馬
「
（
声
が
漏
れ
る
）
」 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、
一
瞬

M
A

X

に
振
り
切
れ
、
ゆ
っ

く
り
萎
ん
で
く
。 

  
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 

 
 

冬
馬

と
え
り
こ
、
寄
り
添

っ
て
い
る
。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、
波
打
っ
て
い
る
。 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、
ゲ
ー
ジ

自
体

が
消
失
し
て
い
る
。 

え
り
こ
「

一
緒
に
い
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
」 

冬
馬
「
う
ん
」 

 
 

え
り
こ
、

冬
馬

に
抱
き
つ
く
。 

 

○
小
川
家
・
書
斎 

小
川
「
（
怒
鳴

る
）

一
緒
に
い
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い

か
！
！
」 
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小
川
、
リ
モ
コ
ン
を
手
に
す
る
。 

 
 

小
川
、
早
送
り
す
る
。 

 
 

数
倍
速
で
、
冬
馬
と
え
り
こ
が

遊
園
地

デ
ー
ト

を
楽
し
ん
で
い
る
。 

 

○
大
学
・
食
堂
（
数
日
後
） 

 
 

♂
と

♀
ゲ
ー
ジ
、
ゼ
ロ
。 

 
 

数
倍
速
で
、
え
り
こ
が
男

と
話
し
て
い
る
。 

 
 

え
り
こ
、

男
と

別
れ
る
。 

 
 

通
常
再
生

に
な
る
。 

 
 

え
り
こ
、

冬
馬

の
も
と
に
く
る
。 

冬
馬
「
（

む
っ
と
）

今
の
誰
？
」 

え
り
こ
「

サ
ー
ク
ル

の
先
輩
」 

冬
馬
「…

」 

え
り
こ
「
（
見
て
）
も
し
か
し
て
私
に
焼

い
て

る
？
」 

冬
馬
「…

」 

え
り
こ
「
う
ち
ら
っ
て
付
き
合

っ
て
た
っ
け
？
」 

冬
馬
「
（
戸
惑

う
）
え
、
だ
っ
て…

」 

え
り
こ
「

フ
ツ
ー
に
あ
る
よ
。
そ
れ
く
ら
い
の
こ
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と
」 

冬
馬
「…

」 

○
冬
馬
の

部
屋
（
夕
） 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、
ゼ
ロ
。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

 
 

冬
馬
、
落

ち
込

ん
で
い
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、
ゼ
ロ
。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

 
 

冬
馬
、
ス
マ
ホ

を
持
っ
た
ま
ま

深
呼
吸
。 

 
 

冬
馬
、
え
り
こ
に
電
話
す
る
。 

冬
馬
「
も
し
も
し
」 

え
り
こ
「

冬
馬
？
」 

冬
馬
「
今
平
気
？
」 

え
り
こ
「
う
ん
。
就
活
の
説
明
会
が
終
わ
っ
た
と

こ
」 

冬
馬
「
今

ど
こ
？
」 

え
り
こ
「

先
輩
の
家
。
一
緒
だ
っ
た
か
ら
」 
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冬
馬
「…

あ
の
さ
、
こ
れ
か
ら

会
え
な
い
？
」 

え
り
こ
「
こ
れ
か
ら
？
」 

冬
馬
「
え
り
こ
に
伝

え
た
い
こ
と
が
あ
る
」 

え
り
こ
「
わ
か
っ
た
」 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、
萎

ま
な
い
。 

 

○
公
園
（
夜
） 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、
ゼ
ロ
。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

 
 

冬
馬
、
緊
張
し
て
い
る
。 

 
 

え
り
こ
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

え
り
こ
、

リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ

姿
。 

 
 

♂
ゲ
ー
ジ
、
高

ま
る
。 

 
 

♀
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

。 

え
り
こ
「

話
っ
て
？
」 

冬
馬
「…

今
日
さ
、

付
き
合
っ
て
る
の
？ 

っ
て
話

に
な
っ
た
じ
ゃ
ん
。
だ
か
ら
そ
れ
を

ハ
ッ
キ
リ
さ
せ

て
く
て…

」 

え
り
こ
「
う
ん
」 

 
 

冬
馬
、
え
り
こ
を
見
つ
め
る
。 
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♂
ゲ
ー
ジ
、M

A
X

に
な
る
。 

 
 

二
人
、
ゲ
ー
ジ

M
A

X

で
向

き
合
う
。 

冬
馬
「
え
り
こ
が
好

き
だ
。
俺

と
付
き…

」 

 
 

画
面
、
暗

く
な
る
。 

 

○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

 
 

テ
レ
ビ
の
電
源
、
消

え
て
い
る
。 

 
 

小
川
、
リ
モ
コ
ン
を
お
く
。 

 
 

小
川
、
立

ち
上

が
る
。 

 
 

小
川
、
ゴ
ミ
袋

を
取
り
出

す
。 

 
 

小
川
、
棚

の

D
V

D

を
ゴ
ミ
袋
に
入

れ
て
ゆ

く
。 

 
 

百
合
子
、

ド
ア

の
隙
間
か
ら
様
子
を

伺
っ
て
い

る
。 

百
合
子
「
（
に
や
り
）
」 

 

○
カ
フ
ェ
・
店
内
（
天
界
・
一

ヶ
月
後
） 

 
 

百
合
子
、
亮
子
、
由
香
の

三
人
、
話

し
て
い

る
。 

百
合
子
「
（
嘆

く
）

夫
が
友
情
鑑
賞

に
ハ
マ

っ
て
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る
」 

 

○
小
川
家
・
書
斎
（
天
界
） 

 
 

室
内

の
棚
に
ず
ら
り
と
並

ん
だ

D
V

D

。 

 
 

D
V

D

の
背
表
紙
に
「
富
樫
光
輝
と
山
田
竜
之

介
」
「
坂
井
結
芽
と

田
中
ア
リ
ス
」

な
ど
の

名
前
が

書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

テ
レ
ビ
画
面
に

二
人
の
男
。 

 
 

男
た
ち
、
ガ
ッ
チ
リ

握
手

を
交
わ
し
て
い
る
。 

 
 

小
川
、
む
せ
び

泣
い
て
い
る
。 

 

○
家
電
量
販
店
・
店
内
（
天
界
） 

 
 

百
合
子
、
店
内

を
見
渡
し
て
い
る
。 

 
 

恋
愛
鑑
賞

バ
ス
タ
ー

の
辺

り
を
見
る
。 

 
 

張
り

紙
が
出
て
い
る
。 

 
 

張
り

紙
に
以
下

の
文
字
。 

 
 

「
友
人
鑑
賞
バ
ス
タ
ー 

発
売
日
未
定
」 

（
お
わ
り
） 


	梗概

